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国道２５４号バイパスの延伸について 
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 国道２５４号は、東京都を起点として埼玉県南西部を縦断し、長野県に至る広域的な幹線道路です。

埼玉県では、慢性的に混雑する国道２５４号現道の混雑緩和や高速道路へのアクセス強化などを目的

に国道２５４号バイパスの整備を推進しています。今回の都市計画変更素案は、都県を跨ぐ交通の円

滑化などを目的に、外環道までとなっている国道254号バイパスの計画を都内方面へ延伸するものです。 

※現時点の都市計画変更の素案です。今後、この素案を基に都市計画手続きを進めていきます。 

※ルート検討等の資料については、朝霞県土整備事務所ＨＰ（裏表紙記載）に掲載します。 

国道254号バイパス延伸区間（素案） 

延長約1.6ｋｍ 幅員36m 



バイパス延伸の整備効果

都県を跨ぐ交通の円滑化

地域の防災力の強化

生活道路の安全性の向上

地域経済の活性化

国道２５４号沿線の川越市から和光市までの８市町と都内

区部を往来する交通需要は一日約１１万台あり、多くの人や

モノが都県を跨いで移動をしています。そのため、交通が集

中する国道２５４号の現道は慢性的に混雑しています。

国道２５４号バイパスを延伸し、都内方面の幹線道路と接

続することにより、現道の交通がバイパスへ分散され、都県

を跨ぐ交通が円滑化されます。

大規模災害時に広域的な避難や緊急物資の輸送などを円滑

に行うためには、電柱等により閉塞することのない多重性の

ある強固な道路ネットワークを構築する必要があります。

国道２５４号バイパスを延伸することにより、都県の災害

拠点等を結ぶ広域的な緊急輸送道路網の強化が図られ、地域

の防災力が向上します。

国道２５４号バイパスの延伸を予定している地域では、大

型車などの通過交通が、歩道がない生活道路へ流入し、事故

が多発するなど、大変危険な状況となっています。

国道２５４号バイパスを延伸することにより、通過交通が

生活道路からバイパスへ転換されるとともに、バイパスには

広い歩道や自転車道が整備されることから、通学の児童や生

徒も安全に通行することができるようになります。

国道２５４号バイパスの既に開通している区間の沿線では、

物流施設等の新たな企業立地が進展しています。

国道２５４号バイパスの延伸を予定している区間では、外

環道へのアクセス性など、地の利を活かした沿線開発のポテ

ンシャルがあります。これにより、雇用の促進や税収の増加

など、地域経済への大きな効果が期待されます。

また



都市計画変更素案の概要 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

※現時点の都市計画変更の素案です。今後、この素案を基に都市計画手続きを進めていきます。 

対象路線一覧
番号 路線名 延長 車線数 幅員 主な変更内容 決定権者

① 3・2・13 志木和光線
約2,220m

（約640m）
4車線 36m

・終点、延長の変更
・交差構造の変更（外環状道路交差部）

県

② 3・1・12 外環状道路 約1,240m
4車線
（－）

62m
・交差構造の変更（志木和光線交差部）
・車線数の決定

〃

③ 3・4・3 練馬川口線 約3,880m
4車線
（－）

16m
・区域の変更（拡幅）
・車線数の変更

〃

④ 3・4・5 吹上赤池線 約1,640m 2車線 16m
・路線の廃止
・沿道の用途地域の変更

市

⑤ 3・4・4 諏訪越四ツ木線
約2,190m

（約1,490m）
2車線 16m ・終点、延長の変更 県

※（　）は変更前



整備イメージ 

①一般部 

②外環道立体交差部 

※整備イメージであり、詳細は今後検討していきます。 

外環道 



今後の進め方 



● 埼玉県 朝霞県土整備事務所 国道２５４号バイパス整備担当 

  住所 〒３５１－００３３ 埼玉県朝霞市浜崎６７８番地 

  電話 ０４８－４７１－４６６１（代表） 

  https://www.pref.saitama.lg.jp/soshiki/b1002/index.html 

● 和光市 建設部 都市整備課 計画担当 

  住所 〒３５１－０１９２ 埼玉県和光市広沢１番５号 

  電話 ０４８－４２４－９１４５（直通） 

  http://www.city.wako.lg.jp/home/toshikiban.html 

お問い合わせ先 

国道254号バイパスの整備状況 


